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道農政部からの出向者として思うこと

藤 田 眞美子1

昨年６月に道南農試場長を拝命するまで，私は
道農政部に在籍しており，現在，出向という形で
道総研にお世話になっています。この１年，生産
現場に寄り添って技術実証や普及に力を尽くす研
究職員や普及指導員の姿を目の当たりにして，行
政職員は専門家であり現場を知る研究・普及の力
をもっと気軽に頼るべきではないか，と改めて思
うようになりました。
10年ほど前に，当時の畜産振興課長（後に農政
部長，現在は退職し金融機関に勤務）が提唱した
「研究・普及・行政の一体的推進」という取組は
「道の農業施策を推進するために，行政職員は農
業試験場の研究員や普及員と交流を深め，得意分
野を理解し，相談できる関係を構築することが重
要であり，研究・普及・行政の三者が有機的に連
携できるのが道庁農政部の強みである。」という
ものです。行政職員が施策を立案する際に，先進
的な農業技術について理解を深める必要があり，
また，その技術を普及させるためには真に産地が
必要とする姿に組み立てることが重要で，更に，
どの程度の要望が見込めるかを感覚的に押さえて
おかないと予算要求の説得力に欠けます。また，
施策の情報は，振興局を通じて市町村・農協と普
及センターに通知され，場合によっては説明する
機会が設けられますが，正規ルートとは別に（あ
くまでも非公式に），いち早くキーパーソンに情
報提供することにより，施策の活用に向けた体制
作りに予め着手できるのではないか，と考えます。
現在も，研究・普及と情報交換し，施策に活かす
よう努められてはいますが，研究・普及・行政そ
れぞれの担当職員が個人レベルで互いを知ってい
ればより円滑に物事が運ぶと考えます。しかし，
同じ職に留まるのが長くて３年という状況では，

分野ごとのキーパーソンに直接教えを仰ぐことの
ハードルは高いと思います。
「研究・普及・行政の一体的推進」は，畜産分
野では畜産試験場で開催される新規課題検討会に
係長クラスが参加して情報交換し，終了後は懇親
を深めるといった形で年に何回か直接顔を合わせ
る機会を設けて進められています。農産・環境分
野では，対象とする作物・分野が多岐にわたって
いるため，都度打合せや懇親を行うことになりま
す。
幸か不幸か，コロナ禍によりweb形式が取り入
れられ，農業試験会議に行政の担当者も出席しや
すくなりましたが，直接顔を合わせて情報交換を
行い，懇親する機会を設けないと，相談できる間
柄になることは難しく，「研究・普及・行政の一
体的推進」と銘打たずとも，例えば，分野ごとの
専門家が集まる既存の研究会などに行政職員も積
極的に参加して，人を知り情報収集することが重
要だと考えます。
人員も予算も減っていくのが避けられない中，
もっと情報交換を密に行うことによって限られた
人的・財政的資源を有効活用していきたい，その
ためにも，試験研究や普及組織を頼るだけでなく
頼られる行政組織でありたいと考えています。北
海道農業の技術情報誌の巻頭に極めてローテクな
話題で誠に恐縮です。
北農第62巻第４号（1995年10月）「乳用育成牛
への牧草サイレージ給与が飼料摂取量および発育
に及ぼす影響」が，私の最初で最後（根釧農業試
験場酪農第一科研究職員として）の投稿でしたが，
29年を経て思いがけず２度目の機会をいただきま
した。この先長くない道職員人生ではありますが，
北海道農業の振興に少しでもお役に立てるよう，
研究・普及・行政を繋いでまいりたいと思いま
す。1 道総研道南農業試験場 Mamiko FUJITA




